
会
員
及
び
お
仲
間
の
近
況
報
告

編

集

部

タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
会
員
及
び
千
里
山
の
思
い

出
を
共
有
す
る
お
仲
間
の
近
況
報
告
と
同
時
に
、
千
里
山
及
び

そ
の
お
仲
間
の
関
連
記
事
も
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

熊
谷
英
彦
氏
平
成
二
十
五
年
四
月

石
川
県
立
大
学
学
長
に
就
任

氏
は
、
昭
和
十
五
年
、
満
州
国
新
京
特
別
市
の
お
生
ま
れ
で
、

千
里
第
二
小
学
校
の
卒
業
で
は
な
い
も
の
の
、
吹
田
第

一
中
学

校
を
ご
卒
業
。
茨
木
高
校

l
京
都
大
学
農
学
部
農
芸
科
学
科
を

ご
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
大
学
に
残
ら
れ
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
京
都
大
学
の
助
教
授
|
教
授
を
歴
任
さ
れ
、

京
都
大
学
名

誉
教
授
に
。

昨
年
、
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
千
里
山
会

・
会
員
の
二
十
七
回
生
熊
谷
克
彦
氏
は

英
彦
氏
の
弟
さ
ん
に
当
た
り
ま
す
。

千
里
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
タ
ウ
ン
の
現
況
(
新
聞
記
事
よ
り
)

編

集

部

今
年
の
六
月
二
日
、
日
経
新
聞
の
朝
刊
に
標
記
の
内
容
の
特

集
が
載
り
ま
し
た
。
(
記
事
の
内
容
は
、
次
頁
縮
小
版
参
照
)

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
、
有
史
以
来
の
人
口

移
動
で
大
都
市
は
急
膨
張
し
、
住
宅
難
は
飢
餓
的
上
程
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
三
大
都
市
圏
で
先
頭
を
切
っ
て

ニ
ュ
1

タ
ウ
ン
建
設
に
及
ん
だ
の
が
千
里
ニ
ュ
1

タ
ウ
ン
で

あ
る
。

し
か
し
、
例
外
的
な
成
功
例
と
言
わ
れ
た
千
里
も
、
高
度
成

長
期
が
終
わ
る
と
人
口
が
減
り
始
め
、
住
民
の
年
齢
構
成
が
偏

る
人
工
都
市
の
高
齢
化
率
は
大
阪
府
や
全
国
平
均
を
も
上
回

っ
て
上
昇
す
る
。
不
測
か
ら
飽
和
へ
の
変
化
の
速
さ
は
日
本
の

戦
後
史
の
縮
図
だ
。

前
吹
田
市
長
坂
口
善
雄
さ
ん

(
N
P
O
吹
田
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
理
事
長
)
は
9
9
年
の
市
長
就
任
以
来
、
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン

の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
。

二
十
四
回
生

和
子
様
の
近
況
報
告

河
合

千
里
山
会
誌
で
は
忘
れ
か
け
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が

よ
み
が
え
っ
て
参
り
ま
す
。

思
い
出
深
い
の
は
木
島
先
生
ご
指
導
の
子
供
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
、
合
奏
す
る
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
近
く
の
お
母
さ
ん
達
数
名
で
始
ま
っ
た
合
奏
に
、
ギ

タ
l
で
加
わ
り
、
3
5
年
。
い
つ
し
か
メ
ン
バ
ー
も
4
0
名
の

マ
ン
ド
リ
ン

・
ギ
タ
l
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
な
っ
て

い
ま
し
た。

全
員
主
婦
な
の
で
、
長
く
続
く
と
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
は
り
皆
も
「
合
奏
は
楽
し
い
」
の
ひ
と
言
に
つ
き
る

よ
う
で
す
。

こ
れ
も
木
島
先
生
の
お
陰
と
、
指
揮
棒
を
全
身
で
振
っ
て
お

ら
れ
た
様
子
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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0
7
年
に
は
大
阪
府
な
ど
の
関
係
機
関
の
手
で
、
担
い
手
の

人
づ
く
り
に
踏
み
込
ん
だ
「
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
再
生
指
針
」

が
策
定
さ
れ
た
。

千
里
の
課
題
は
、
日
本
の
課
題
で
も
あ
る
。
千
里
の
町
ゃつ
く

り
は
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

ニュ

l
タ
ウ
ン
の
先
陣
を
切
っ
た
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ

l
ア
ル

タ
ウ
ン
で
も
先
陣
を
切
る
。
再
生
が
う
ま
く
い
く
か
否
か
、
そ

の
後
の
多
摩
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
等
も
見
守
っ
て
い
る
。
明
日
の
我

が
身
で
あ
る
か
ら
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日曜に考える
高
度
成
畏
か
ら
少
子
高
齢
の
成

熟
社
会
へ
、
日
本
の
戦
後
史
は
変

化
の
速
さ
と
大
き
さ
が
特
徴
だ
。

千
里
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
は
時
代
の
観

劇
を
灘
綿
し
、
強
般
か
ら
再
生
へ
、

先
田
酬
を
走
り
続
け
て
い
る
。

。

大
阪
都
心
か
-
り
地
下
鉄
で
加
分

の
千
息
中
央
に
は
新
し
い
ラ
ン
ド

マ
l
ク
の
高
膚
ピ
ル
が
建
つ
。
且
皿

初
の
入
居
地
区
、
佐
竹
台
で
は
公

営
住
宅
の
建
て
鎗
え
が
終
わ
り
、

民
間
分
館
マ
ン
‘
y.ョ
ン
の
売
り
出

し
の
の
ぼ
り
が
蹴
る
.
間
千
皇
の

千
皇
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
情
報
館
で
は

先
月
ま
で
昨
年
開
他
の
「
町
内
三
り

き
印
年
」
の
写
真
展
が
開
か
れ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
「
市
民
ま
ち
づ

く
り
フ
4Ah-
-
7
ム
」
の
模
幽
聞
が
紹

介
さ
れ
て
い
た
。
「
千
里
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
タ
ウ
ン
」
の
現
況
だ
。

「
播
磨
の
大
風
巨
敷
」

「そ
れ
は
役
所
の
仕
事
か
。
土

地
を
買
え
る
の
か
」。

1
9
5
6

年
秋
、
大
規
模
住
宅
開
発
案
が
絡

ら
れ
生
命
府
首
脳
会
除
。
初
代

民
選
知
事
、
赤
間
文
三
の
発
言
を

宋
席
で
聞
い
た
山
地
英
雄

(mw)

は
開
発
事
終
に
燐
わ
り
、
後
に
企

業
局
筏
監
を
務
め
、
-今
も
千
里
ニ

-
似
て
非
な
る
新
都
市
千
皇
ニ
ュ

1
タ
ウ
ン

は
吹
田
・
岨
耳
中
両
市
滅
に
ま
た
が
る
計
画
人
口
同

万
人
、
面
積
1
1
6
o
mの
住
宅
都
市
。
小
学
校

の
校
区
単
位
の
近
隣
住
区
理
給
を
採
用
、
道
路
、

公
園
緑
地
の
公
共
用
地
が
4
割
強
を
占
め
る
。
英

国
の
新
都
市
が
職
住
一
体
で
大
都
市
の
人
口
分
散

を
図
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
は
職
場
を
欠
く
ベ
ッ

ド
タ
ウ
シ
で
人
口
集
中
の
受
け
皿
に
な
っ
た
。

:~U)lJ . 6. Z (8) 

の
都
市
計
画
週
簡
に
学
ん
で
軒
画

づ
く
り
に
協
力
レ
、
国
は
土
地
の

強
制
収
用
の
積
出
向
と
な
る
新
住
宅

市
街
地
開
宛
法
の
制
定
な
ど
で
後

抑
し
し
た
。
山
山
年
の
一起
工
式
で
は

友
勝
機
栓
の
知
恵
倹
妙
が
反
対
派

.
集
会
に
か
世
泊
さ
れ
る
事
態
も
生

じ
た
が
、

ω年
句
町
内
Y
り
き
」
か

・ら

ω年
足
ら
ず
で
ピ
l
ク
時
約
凶

万
人
の
住
宅
都
市
立
設
す
る
。

ω年
代
以
降
、
三
大
都
市
圏
で
ニ

ュ
l
タ
ワ
ン
建
股
が
続
い
た
。

隣
接
地
で
の
万
博
開
催
の
均
年

に
出
版
さ
れ
た
「
干
恩
ニ
ュ

l
タ

ュ
l
夕
刊
ノ
ン
に
住
汁

んお
i

人
口
増
の
ぜ受
け
皿
ヘ
総
力
戦

の
プ
レ
ト
ン
に
よ

・

る
警
は
、
闘
し
宙
実
質
災
の
復
興
は
愈
膨
張
し
、
住
宅
捜
飢
餓
的
ン
ピ
ナ
l
ト
の
ニ
正
面
作
戦
を
立
ウ
ン
の
建
般
」
の
序
文
で
、
左
藤

軒
画
「
後
綴
(
新
平
)
の
大
風
呂
状
態
だ
っ
た
。
国
は
印
年
に
住
宅
て
、
独
立
線
第
の
企
業
局
を
薪
般
は
誇
ら
し
げ
に
述
べ
て
い
る
。

敷
」
に
な
ぞ
ら
え
、
知
室
長
の
金
融
八
怠
、
撃
に
自
在
宅
公
し
、
西
独
マ
ル
ク
慣
葬
で
得
た
「
古
今
東
西
、
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど

名
前
を
冠
し
て
「
婿

mの
大
風
呂
団
を
絞
立
し
て
供
給
を
促
し
、
自
資
金
も
活
用
し
て
日
本
初
の
ニ
ユ
く
負
け
、
こ
ん
な
に
速
く
復
興
し

数
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
治
体
も
公
営
住
宅
の
強
般
を
増
や

l
タ
ウ
ン
建
般
に
乗
り
出
す
。
た
践
し
は
な
い
。
衣
と
食
は
行
き

戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
。
す
が
追
い
つ
か
な
い
。
大
鮫
府
は
前
例
の
な
い
都
市
開
発
は
日
本
渡
っ
て
い
る
が
、
録
後
ま
で
簸
し

有
窯
業
の
人
口
移
動
で
大
都
市
千
里
丘
陵
の
住
宅
都
市
と
臨
海
コ
の
総
力
整
~
っ
ち
議
会
は
欧
米
い
の
が
住
居
時
ロ
ン
ド
ン
信
泡
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東
谷
瞳
子
先
生
の
米
寿
の
お
祝
い

先
生
は
ご
自
身

が
千
二
小
学
校
九

回
生
の
ご
卒
業
で
、

ご
主
人
で
あ
る
勝

司
先
生
共
々
千
二

小
の
教
壇
に
立
た

れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
会
員
の
中
に

も
お
世
話
に
な
っ

た
方
は
多
い
で
し

ト

ι
、「ノ。こ

の
た
び
、
睦

子
先
生
の
米
寿
の

お
祝
い
と
し
て
、

先
生
に
お
世
話
に

な
っ
た
一
同
が
お

祝
い
の
言
葉
の
冊

子
を
作
り
、
贈
り

ま
し
た
。

二
十
七
回
生
・
当
時
六
年
花
組
一
同

す• い

1956年 3月卒業 六年花組一同

2主

さ

平成24年11月自白 甫千里公・=て

ー 157-
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林
裕
三
氏

八
重
を
語
る

(
二
十
七
回
生
)

伊
勢
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

3
月
の
例
会
で
、

林
裕
三
氏
が
、
『
山
本
八
重
か
ら
新
島
八
重
へ

私
ら
し
く
生
き
る
』
と
題
し
て
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
内
容
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
報
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
下
記
に
掲
載
し
ま
す
。

内
容
は
今
回
、
同
名
で
会
誌
に
載
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
は
、
趣
味
と
し
て
母
校
同
志
社
大
学
新
島

研
究
会
に
所
属
し
、
現
在
ま
だ
お
仕
事
を
さ
れ
な
が

ら
の
活
動
で
あ
り
、
今
年
、

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で

『
八
重
の
桜
』
が
好
評
放
映
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

地
元
伊
勢
は
元
よ
り
、
東
京
等
、
あ
ち
こ
ち
で
講
演

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

会報第 146号
平成25年 4月吉日

干51&ω79 伊勢市大世古2・9-11
伊勢国際ホテル1階

伊勢中央ロー夕日ークラプ事務所内
TEL 0596-27・∞72
FAX 05随一27骨 髄

会長保正宏幹事中村裕昭

第 147回 (3月度)例会平成25年3月13日(水)

. 会長接拶及び理事会の報告
① 4月は都合で表会揖が利用できないため5月の予定と入れ帯え小旅行(大垣方面)を計画する.
l② 本日は現在NHKで放映中の大河ドラマ『八重の桜』に因んで、山本人重(後の新島八重)に関する

講演を外部鯵姉林絡三氏にお厭いした.

・ 外部講師(林裕三氏)による講演
{購師のプロフィーノレ)

昭和42年同志社大学繊械科卒、同年神鋼電犠{稼)入社、平成19年退社現在に至る.趣味として母校
同志社大学新島研究会に所属し現在活動中.藤原会員の大学の後畿に当たる

{講演テーすと内容の要約)

テーマ 『山本八1置から新島八重へ私らしく生きる』

12: 30-14 : 80 

以下まとめの原稿は菅沼会員による.

幕末から昭和初期にかげて時代の変動の中で場爽と生き敏いた一人の女性の

舘である.

・弘化2年、会津藩砲師範の父山本格八、母佐久の鍛として生まれ、兄覚罵と

弟三郎がいる.

男置寄りな活発な少女時代で4斗の米俵を4図上げ下げする力持ちであった.

父権八と兄覚周から砲術指南を受け、更に山本家に居候になっていた川崎正

之助{後に尚之助)にも砲術を習うと共に博禽の尚之助にあこがれ20怠の

時に尚之助と結絡する.

・慶応4年、上海していた弟三郎が鳥羽・伏見の戦いで負傷し、その後江戸会

律調書邸で死亡.
・明治元年8月に会海域下の戦いが始まると、弟三郎の遺品の袴を着けlItを切

って男装し rnは三郎だ』と名乗り官軍との戦いに加わった.近代的な砲術一家育ちで、日新館での先
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